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打合議事録 作成日 2023 年 2 月 22 日 (水) 

作成者 香取 咲希 (株式会社オクト) 

開催内容 アルコール検知器協議会 技術委員会 

開催日時 2023年 2月 21日（火）15：00 ～ 16：00 

出席者 議事進行： 三浦技術委員長 

出席者： 技術委員会員 及び 業務委員会員 

議論内容 第4回技術委員会 報告 

三浦委員長の挨拶 

 

三浦委員長からの報告 

1) 技術委員会の体制について  

2023年2月現在48社90名の技術委員会メンバーでの体制となる。 

新規会員企業16社様も今後加わっていただく。 

2) 今期の取り組みについて 

・外部検定の運用及び新方式の申請対応 

・JB10規格英文化対応 

・JB20規格運用に向けた対応 

・アルコールガスのトレーサビリティ調査(ドライ-ウェットガスの相関関係等) 

3) 申請状況について 

7月1日より新方式での外部検定の運用を行っている。 

7月以降の申請状況 新規16件、維持2件、OEM申請1件 

  10月以降の申請状況 新規7件、維持1件、同一機種申請3件 

  OEＭ申請、同一機種申請、仕様変更は特別班が対応する。 

  検定審査会Gは12G 

4) 申請方法の確認、変更について 

➀申し込み→三浦委員長まで、申請の受付受理不受理判断のみ行う 

   ②検定審査会→書類形式の確認、申請の受理不受理判定のみ行う 

    ※内容の詳細確認やコンサルタント対応は実施しない。 

   ③外部機関へ→検定審査会からの連絡後申請企業様が直接CERI様へ連絡  

書類審査・現地監査（サンプル抜き取り）・検定試験を実施する。 

   ④試験報告および合格判定→検定審査会(班)より連絡 

   ⑤合格の場合→認定番号の付与、認定合格証の発行(事務局) 

   ⑥J-BAC  Webページへの認定品の掲載 

    現在HPに「よくある問い合わせ」を開設準備中 

  注意事項：(CERI様ご指摘事項含む) 

  ・最終出荷場所が複数箇所ある場合は様式2の1.当該機器の製造の【最終試験(出荷)

場所】にすべて記載し、関連性を明記する。 
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   この明記事項により【最終試験（出荷）場所】が複数ありとなった場合はすべての場所が 

サイト監査の対象となる。 

  ・取り扱い説明書について新規申請において書類審査時に指摘を受けた場合は現地監査

までに改版する 

  ・現地監査について→審査は様式2に記載されている事項を書面にて確認 

  ・各申請、監査、試験の不合格後に外部機関様へ長期間連絡がない企業様がいる。 

   今後の対応として検討中→「連絡が〇ヶ月ない場合には、中断通知とともに審査等を

中断し再開する際には技術委員会まで再開の申請を行う」 

  ・各申請、監査、不合格後に関して、最初の申請時と取説レベルで変更が生じた場合は 

   必ず変更した資料を技術委員会に提出する。機器自体の機能・性能が明らかに変更さ

れるとみなされた場合は、特別班の判断により、仕様変更届の提出、もしくは再申請が必

要となる 

  【審査費用に関して】 

  ・HPの「新規入会の申込方法外部検定の申請から認証までの流れに関して⑥⑦の項修正 

  ・各費用には報告書代が含まれているが、不合格になった場合でもその都度費用が発生   

  ・認証を維持継続させるには年1回の維持監査(1機種毎に15万円「税別」)、5年に1回の

更新検査が必要(初回審査と同じ費用) 

  2023年2月申請分より以下の対応 

   ・新規顧客に限り申請の依頼連絡→見積書発行→申請会社より試験依頼書受領→

請求書発行→入金確認後申請開始 

   ・現地審査、実機試験は、新規顧客・既存顧客とも費用請求は後から実施 

 

5) WG活動報告 (光明理化学工業 畑リーダー) 

■JB00,10について 

   ・10月末に英訳化、修正完了→11/21にJ-BAC Webページに掲載 

   ・フローメーターの導入(CERI様-タニタ様にて実施中) 

   ・販売ガイドライン「電源電圧変動が性能に影響を与える場合きちんと説明しているか」 

      →取説に電池が無くなった際の表示があるかないかの確認 

       (2023年度より液晶表示、LED表示等の対応へ変更。) 

  ■JB20について 

   ・2/2トライアル試験実施(CERI様訪問) 

   ・6.6.4について手法等再度WGで協議 

   ・6.6.6.2について試験条件の再検討が必要 

・イミュニティー試験について 

    CERI様からの要望で電気系の対応が困難→J-BACの協力が必要 
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    前後のガス試験の対応は可能。静電/イミュニティー試験の立ち合い、実施は困難である 

    ⇒手法や費用などのことを考えて今後検討 

 

今後の方針 

・JB10 電池対応等の規格修正 

・JB20 2023年度4月→2023年度夏を目標へ 

・ISO化 他機関の調査検討 

   ※上記検討が必要な3項目について技術委員会企業様へアンケート実施を検討中。 

     その折ご協力お願いいたします。 

 

■アルコールガスのトレーサビリティ調査WG (12/20にWG会議開催) 

今後の課題 ・WetとＤryの相関性確認の試験をどのように行うか 

         ・最終的な基準器をどのように設けるか 

         ・今後、試験に賛同していただける企業を確認する 

         ※来年度の予算に賛同いただける企業様でのガスボンベの購入費用の計上を 

検討中 

 

技術委員会の今後の取り組み 

・外部検定の運用の監視 

・JB10/JB20の対応 

・アルコールガスのトレーサビリティ調査の推進 

・業務委員会と連携し「よくある問い合わせ」の編集 

・2024年度以降の活動計画立案 

・その他HP等からの技術的相談対応 

 

宿題事項 特になし 

スケジュール 次回2023年4月以降を予定 

 

以 上 


